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１．産業保健推進センター情報（他センターで実施した調査研究のうち関係する調査研究報告書）

センター 産業保健調査研究のテーマ

北海道 北海道における衛生管理者の労働衛生に関する取組に関する調査研究

岩　手 岩手県における産業保健活動の現状とその活性化に関する研究

宮　城 宮城県における零細企業の健康管理の実態とその活性化対策について

　〃 宮城県内の産業分野における看護職に係る産業保健活動に実態について

山　形
山形県内各地域における小規模事業場の産業保健の現状と、特に地域特性に応じた

地域産業保健センター事業活性化を支援するための調査

　〃 保健師、看護師のいる事業所における産業保健活動の評価に関する研究

茨　城
小規模事業場における産業保健活動実態調査―地域産業保健センター活性化を目指

して―

栃　木 栃木県下の事業場における健康支援の実態とその方策に関する検討

群　馬 群馬県における産業保健業務担当者のニーズと研修プログラムの構築に関する研究

埼　玉 産業医と産業保健関係者の連携に関する実態調査

千　葉 千葉県下地域産業保健活動の活性化に関する調査

東　京 東京における労働衛生管理の実態

神奈川 産業医と健康指標に関する実態調査

富　山 富山県の小規模事業場における産業保健活動の現状について

石　川 石川県における産業医活動の強化に関する調査

岐　阜 岐阜県の小規模事業場における労働衛生管理活動に実態に関する調査

愛　知 産業保健活動の実態に関する調査

三　重 産業医と外部医療資源との連携に関する研究―健康情報共有のための書式の検討

京　都 ＩＴ化による産業保健の活性化に関する調査研究

大　阪 評価指標の活用による大阪府下の産業保健活性化の方策について

兵　庫 保健指導における県内企業の産業保健師、看護師の連携システム作りのための調査研究

和歌山 和歌山県下における産業保健活動の現状と活性化に関する調査

岡　山 岡山県における産業保健の現状と産業保健推進センターの支援活動の活性化に関する研究

広　島 産業保健活動の実態とその活性化方策に関する調査

山　口 山口県下における産業保健に関わる保健師、看護師の活動実態調査

徳　島 徳島県における産業保健活動の現状と実態に関する調査

香　川 香川県下における産業保健活動とその活性化に関する調査

　〃 県下事業所における産業保健等諸問題とその対策に関するデータベース化への試み

福　岡 労働者のメンタルヘルス対策に関するネットワーク作りの試みと課題



120

２．福島県内における健康相談･指導等を行っている内容と機関等

保健福祉事務所、精神保健福祉センター

相談等の内容 機関名称 所在地 電話

〇心の健康相談　（県北） 県北保健福祉事務所 福島市御山町8-30 024-534-4101

　 〇心の健康相談（8:30～17:00）024-536-4343

〇健康づくり推進 県中　〃 須賀川市旭町153-1 0248-75-7800

〇歯科保健 県南　〃 白河市字郭内127 0248-23-1536

〇難病対策 会津　〃 会津若松市追手町7-40 0242-29-5504

〇心の健康相談
南会津　〃

南会津郡田島町大字田島字

〇結核、感染症、エイズ 天道沢甲2542-2
0241-63-0302

〇食中毒、食品衛生 相双　〃 原町市錦町1-30 0244-26-1130

〇精神保健福祉相談 精神保健福祉センタ 福島市御山町8-20 024-535-3556
人間関係の悩みや心の ー 　保健衛生合同庁舎５Ｆ 相談日時：月
不安、児童・思春期・ 曜から金曜
青年期の問題、依存症 相談は予約制

〇心の電話相談
　　9：00～ 16：00 024-535-5560

市町村

〇健康診断事後措置指導教室

〇生活習慣病予防教室、相談

〇運動体操教室

〇高血圧症、糖尿病、骨粗鬆症、歯周病予防教室

社会保険健康事業財団福島支部

相談等の内容 機関の名称 所　在　地 電話

〇健康診査・健康診断後の指導 社会保険健康事業 福島市中町1-19 024-521-8082

（個別・集団） 財団福島支部 仲間町ビル4階

〇健康相談

〇健康づくりセミナー講座の開催等

〇ふれあい相談9：00～ 17：00 024-521-2874

○母性電話相談　毎週水曜日 024-534-6411

福島産業保健推進センター

相談等の内容 機関の名称 所　在　地 電話

〇産業保健スタッフ（産業医・ 福島産業保健 福島市栄町６－６ 024-526-0526

産業看護職・衛生管理者等） 推進センター ユニックスビル

の研修、情報の提供、相談等 ９階



121

福島地域産業保健センター

相談等の内容 機関の名称 所　在　地 電　話 相 談 者

○母性電話相談 福島地域産業 福島市森合町10－１　
024-534-6411 植松みち子

（水曜日10：00～ 13：00） 保健センター 福島市保健福祉センター

地域産業保健センター

相談等の内容 機関等の名称 所　在　地 電　話 コーディネーター

福島地域産業 福島市森合町10－１
　 熊田　稲藏

○働く人の健康相談
保健センター 福島市保健福祉センター

024-534-2290 高橋　淑男
（相談対応者：産業医） 植松みち子

郡　山
郡山市朝日２－15－１　

024-922-8087 橋本　公男
○事業場個別訪問指導　 郡山医師会

いわき
いわき市内郷御厩町　

0246-27-7257 渡部　忠義
○産業保健情報の提供 ４－123 いわき市医師会

会津若松市山鹿町４－29　
0242-27-0528 佐々木和男

○産業医紹介
会　津

会津若松市医師会

喜多方市桜ケ丘１－149－２　
0241-22-8234 鶴巻　重信

○活動日：火・水・木 喜多方医師会

白　河
白河市北中川原313　

0248-23-3701 穂積　英智
白河准看護学院

須賀川
須賀川市大町103　

0248-73-3723 斉藤　享子
須賀川医師会

相　馬
原町市東町１－82　

0244-23-6806 栗原　和夫
相馬郡医師会

双　葉
富岡町中央２丁目25　

0240-22-0033 池田　富男
富岡労働基準協会

福島労災病院・大学・医師会・看護協会・労働基準協会等

相談等の内容 機関の名称 所在地 電話

○勤労者心の電話相談 福島労災病院14：00～20：00 いわき市内郷綴 0246-45-1756
勤労者メンタルヘルスセンター 町沼尻３

○悩みごと相談 いのちの電話10：00～22：00 福島市 024-536-4343

○調査研究・調査研究協力 福島県立医科大学衛生学講座 福島市光が丘１ 024-547-1174

○情報の提供 福島大学 福島市金谷川１ 024-548-8084

○産業医研修 （社）福島県医師会 福島市中町 024-522-5191
○産業医の紹介 ７－５

○研修、情報提供 （社）福島県看護協会 福島市渡利 024-521-1198
各地区医師会 七社宮111

○労働衛生関係主任者資格講習 （社）福島県労働基準協会 福島市大町 024-522-7617
○衛生管理者講習・研修 ７－11
○メンタルヘルス研修
○快適職場づくり推進
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健康保持増進機関（中央労働産業防止登録機関）

内　容 健康保持増進機関 所　　在　　地 電　話

有料です。 （財）福島県労働保健センター 福島市沖高北木船１－２ 024-554-1133

（社医）呉羽会　呉羽総合病院 いわき市錦町落合１－１ 0246-63-2181

（財）竹田綜合病院 会津若松市山鹿町３－27 0242-27-5511

（財）福島県保健衛生協会 福島市方木田字水戸内19－６ 024-546-0391

○運動指導 日東紡績（株）ニットーボー 福島市鳥谷野字日野２－14 024-546-2561

スポーツ・ルネッサンス福島

労働局、労働基準監督署

相　談　内　容
厚生労働省

所　　在　　地 電　話
関　　　係

○母性健康管理 福島労働局 福島市霞町１－46 024-536-4609

○育児介護休暇等

○職場におけるセクシャルハラスメント

○労働時間・賃金・解雇関係等 福島労働基 福島市霞町１－46 024-536-4610

　労働条件等 準監督署

○健康診断、職業病 郡　　　山 郡山市桑野２丁目１－18 024-922-1370

○有害業務対策 い　わ　き いわき市平字堂根町４－11 0246-23-2255

○労災保険 会　　　津 会津若松市城前２－10 0242-26-6494

○労働基準法､労働安全衛生法、 白　　　河 白河市郭内１－124 0248-24-1391

　労働者災害保険法等 須　賀　川 須賀川市旭町204－１ 0248-75-3519

喜　多　方 喜多方市諏訪91 0241-22-4211

相　　　馬 相馬市中村桜ケ丘68 0244-36-4175

富　　　岡 富岡町中央二丁目104 0240-22-3003

○健康測定
○栄養指導
○運動指導
○生活指導
○心理相談
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３．平成15年度　福島産業保健推進センター各種事業実施計画概要　

　１　研修

1産業医研修（ケーススタディ・
ケースカンファレンス）

2産業看護職研修
　 ①看護職約150名全員

3衛生管理者研修

4交流会による情報交換

5研修支援　
　 ①講師派遣
　 ②企画・資料作成・他支援

２　情報の提供

1図書・教材等の閲覧・貸出
し

2情報誌　①情報誌の発行
　　②産業保健情報資料の作成

３　個別相談

1窓口相談
　＊別紙に相談者を紹介して
あります。

2実地相談

４　地域産業保健センター支援

1事業推進への支援

2産業保健情報の提供

3広報に関する支援

・「過重労働と健康管理」研修　・福島県医師会・地区医師会・コン

サルタント会との共催　・職場巡視・作業環境測定の実技研修

・地域ごとに組織化の支援　・多めの研修実施、６地区で開催

・既存の団体との連携の促進　・問題解決の方法取得研修

・各職種等との連携に関する研修　・産業保健の基礎研修

・作業環境改善・衛生管理者の職務遂行方法・健康診断と事後措置

・地域・職域（働く人の健康確保対策）・健康診断実施機関支援　・産

業保健看護の組織化の支援　・作業環境測定機関との連携の強化

・福島県医師会が開催する産業医学研修への講師派遣等

・行政機関、経営者団体等が行う産業保健研修会等への講師派遣

・資料提供等の支援　・研修企画支援

・貸出目標（延べ）　図書：50件　ビデオ：300件　機器：20件

・ホームページへのリスト掲載

・センター業務広報パンフ、貸し出しビデオリスト紹介冊子の整備

・ニーズに合った情報誌の記事掲載

・情報誌の配布基準を設け効果的、効率的広報

・迅速・的確な相談処理に配慮　・あらゆる機会を活用し、事業内容

の紹介に努め利用者を拡大　・相談し易くするため研修時のアン

ケートによる相談等の実施　・相談内容を分析し、共通問題につ

いて研修等を実施し広く課題解決の実施　・情報の収集・集約の

実施　・相談体制整備のため相談員の適正配置

・窓口相談で設備改善事案の場合、積極的に実施（状況把握を行うた

めの実地相談、連携を図るための実地相談を含む。）

・環境改善等にいてはフォローの実地相談の検討

・環境改善以外についても（メンタル体制等）実地相談に配意

・事業推進支援・コーディネーター会議の開催（要望解決・意見交

換・行政との連携等）・相談回答へのアドバイス・運営協議会への

オブザーバー出席・小規模事業場の産業保健活動指針に基づく対

策の推進（５月の会議時に検討）

・地域産業保健センターの要望に適切な対応　・情報誌「産業保健

21」、「さんぽ福島」及び通達等情報の配布　・本部、福島労働局

等からの情報の提供

・説明会時に資料提供　・センター作成の資料に事業内容等を掲載

・ホームページによる紹介・情報誌「さんぽ福島」に事業概要掲載
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4コーディネーター能力向上
研修会の開催

５　広報啓発事業

1報道機関への広報要請

2産業保健関係機関に対する
協力要請

3事業内容の周知と利用促進

4法令改正事項の周知

5キャンペーン活動の実施、
イベントの共催・参加

6事業者セミナー等の開催
　 ①メンタルへルス・自殺防止
　 ②過重労働等

7ホームページの活用

６　助成事業

1産業医共同選任事業
　 ①事業案内
　 ②事業の説明

2自発的健康診断受診支援事業
　 ①事業案内説明（50回）
　 ②健康診断機関､事業場訪
問説明（20回）

７　調査研究　

1産業保健実態調査

８　行政・労災病院との連携

1関係機関との会議開催
　 ①福島労働局②福島県医師
会③福島労災病院④福島県
産業保健推進協議会

2関係機関、関係団体との連
携強化

・産業保健、企業情報に関する知識　・小規模事業場の事業者向けマ

ニュアル、小規模事業場での産業医活動推進方法の内容

・研修計画、調査研究のまとめ等県庁内県政記者クラブへの投稿

・周知機会の提供について要請　・研修計画を広報

　産業情報等（健康診断と事後措置、ＴＨＰの効果的推進等につい

ても）をも広報　①事業者団体　②労働基準協会　③災害防止団

体　④健康診断機関　⑤各種団体

・関係機関との連携・リーフレット、参考資料の作成配布

①労働衛生週間説明会・安全衛生大会　②情報誌による周知

・情報誌を年3回発行し、記事掲載　・情報を入手次第随時周知

・説明会用の資料を作成配布

・福島県産業安全衛生大会及び各地区大会等・福島ＴＨＰ大会の開

催・衛生管理者研修会への参加・東北クリエーテブ参加

・関係機関、関係団体との連携による共催を主体・過重労働は、労働

基準監督署と共催

・過重労働・メンタルヘルス・生活習慣病関係を重点

・事業内容の提示　・図書・ビデオ等のリストの掲載

・改正法令、強制施策等の情報掲示

・各種の説明会等を通じての利用促進　　・各労働基準監督署から１

集団の推薦を要請・推薦集団に対し説明会を実施　　・年度当初

に産業医との連携を図るため産業医と事業場担当者との打合せ会

を開催

・各種の説明会等を通じ利用促進説明

・深夜業務を有する事業場リストから抽出し事業場に説明

・健康診断機関､事業場個別訪問

・深夜従事者個人までの周知

・目標　１テーマ　　・行政の意見を入れ、相談員会議で決定

・毎月：局安全衛生課との開催　　・４・７・11月：医師会の事務

レベルで開催　・８月：定例会議のほかに幹事会開催　　・７月：

福島県医師会主催の産業保健推進協議会　　・12月：福島県メン

タルへルス推進協議会

・当該会議を通じ情報交換と協力要請　・２月：災害防止等団体連絡

会議　・７月：健診機関連絡会議・地域職域産業保健連絡会議　

・６・10・３月：労働省関係団体連絡会議
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担　当　分　野 氏　　名 所　　　　　　　属
かわ さき しん じ

川　崎　眞　二
（医）かわさき整形外科医院長

（第２・４火）
さ さ き あき ひこ

佐々木　昭　彦
福島県立医科大学医学部衛生学講座助教授

（第１・３木）
た なか まさ とし

田　中　正　敏 福島学院大学教授　　　　　（第２・４木）

なか の しん いち

中　野　新　一 （医）敬仁会中野病院長　　　（第２・４水）

はしら むね たか

柱　　　宗　孝
富士通（株）会津若松工場健康推進センタ
ー長　　　　　　　　　　　　　（第３火）

やま ぐち たけ とし

山　口　威　俊
（財）福島県労働保健センター貴船診療所医
師　　　　　　　　　　　　（第１・３木）

ぬま た よし ひこ

沼　田　吉　彦
総合病院福島赤十字病院副院長

（第２・４水）
まの め た えい

馬　目　太　永
（財）松村総合病院付属舞子浜病院副院長　
　　　　　　　　　　　　　　　（第２金）

もの う ひろ かず

桃　生　寛　和
福島労災病院心療内科部長

（第１・３・５木）
い が らし あつし

五十嵐　　　敦
福島大学教育学部教育心理学教授

（第２・４火）
やま や さ ち こ

山　屋　佐智子
前・キャノン㈱健康管理室・看護師

（毎週月･水）
くろ だ ま り こ

黒　田　真理子
福島県立医科大学看護学部環境・保健学講
師　　　　　　　　　　　　　　（第２金）

こく ぶん まもる

國　分　　　衞 國分労働安全衛生研究所長　　　（毎週月）

なか むら ひさ お

中　村　寿　雄
中村労働衛生コンサルタント事務所長

（毎週金）
せい の しゅう ぞう

清　野　周　三 元・いわき労働基準監督署長　　（毎週木）

労働福祉事業団　福島産業保健推進センター
〒960-8031　福島県福島市栄町６番６号（ユニックスビル９Ｆ）

TEL024-526-0526・FAX024-526-0528
ＵＲＬ　http://www1.biz.biglobe.ne.jp/̃sanpo07/  Ｅ－mail  sanpo07@mvd.biglobe.ne.jp

産 業 医 学

〇健康診断、事後措置
〇健康保持増進
〇生活習慣病対策
〇じん肺の病理
〇工業中毒
〇職業性疾病
〇腰痛の病理
〇頸肩腕症候群

産 業 医 学
メンタルヘルス

〇メンタルヘルス対策
〇うつ者への対応
〇メンタルヘルス相談体制
〇自殺防止対策
〇メンタルヘルス研修

カウンセリング
〇うつ者への対応
〇悩みを持つ作業者へい
のアドバイス方法

〇リラクス方法
保　健　指　導

〇生活習慣指導
〇嗜好、喫煙、栄養指導
労働衛生工学

〇有害物質の管理
〇作業環境改善
〇作業環境測定
〇局所排気装置
労働衛生関係法令

〇労働安全衛生規則
〇有機溶剤中毒予防規則

５．福島産業保健推進センター刊行物案内

区　　　分 名　　　　　　　　称 発行日
調査研究報告書 平成12年度「産業保健実態調査」報告書 平成13年 3月

「働く人々のメンタルへルスに関する調査」報告書 平成14年 3月
参考図書 福島県内で発生した労働災害の原因と対策（衛生関係） 平成14年 3月

図書・教材・機器　等リスト 平成13年 7月
情報誌 「さんぽ福島」創刊号～第６号 年３回発行


